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 単層カーボンナノチューブ（SWNTs）のチューブ軸に平行な偏光によ

る光学遷移エネルギー（E11, E22, E33, …）はナノチューブ周囲の物質の

影響を受けて変化することが知られており，このような現象は環境効果

と呼ばれている．軸平行偏光の光吸収に関する環境効果についてはこれ

までに多数報告がなされているが，ナノチューブ軸に垂直な偏光による

光学遷移（E12 or E21）に関する環境効果は未だ実験的に調べられていな

い．そこで本研究では軸垂直励起による光学

遷移エネルギーに関する環境効果について

検討した．実験では，界面活性剤を用いて重

水中に分散した SWNTs を用いて，偏光発光

励起分光法[1]により，各（n, m）SWNTs に

対する励起スペクトルを測定した．測定され

た界面活性剤ミセル中 SWNTs の励起エネル

ギーを，最近 Lefebvre と Finnie[2]により報

告された空気中架橋 SWNTs の PL 測定によ

る軸平行，軸垂直励起エネルギーと比較する

ことで，E11, E22, E12 のそれぞれの光学遷移エ

ネルギーへの環境効果を比較した．その結果，

図１に示すように，E22 の変化が比較的小さ

い一方で，軸垂直励起エネルギー（E12（or 
E21））は，E11の変化量と同等程度（20-25meV）

の大きな変化を示すことがわかった． 
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図１  空気中 [2]および界

面活性剤 (SDBS)ミセル

中 で の SWNTs の E11, 
E12, E22 エネルギーの比

較
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